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 知識と情報の関わりに関して、ブルックス（B. C. Brookes）は情報と知識は測定するこ
とができるとして、以下の式を提案している。[上田ほか 2013] [Brookes 1982] 
 
 K[S] + ΔI = K[S + ΔS] 
 
























































 ポパーは世界を 3 つに分類し、その中で主観的知識と客観的知識の定義を行っている。



























































































 シャノン（C. E. Shannon）らは、情報通信の分野において、図 2-3 のような情報の伝
達モデルを提案した。それによると、情報の伝達は、情報源、送信機、通信路、受信機、








（出典：[Shannonほか 1977] p.14 筆者が一部を加工して作成） 





























情報源 送信機 通信路 受信機 受信地 
雑音源 
メッセージ メッセージ 送信信号 受信信号 
7 
るといえる。 


























































































































































































もっているのかを理解していることが、図 1 のスキーマを形成する前提となる。 




 次に、情報 b の場合をみると、カナリアの鳴くという機能が表現されている。この表現
は情報 a と同じく、カナリアの特徴を叙述した has関係に該当する。情報 a と同じく、「カ
ナリア」というカテゴリーに、has 関係によって「鳴く」というカテゴリーが結びつけら
れ、ネットワークが形成される。 
 情報 c の場合は、「カナリア」は「鳥」である、という属関係が形成される。主述の関係
に言い換えると、これは is-a 関係にあたる。is-a 関係によって「カナリア」「鳥」カテゴ
リーが結びつけられる。このとき、「カナリアは鳥に属する」という関係が成り立つため、
スキーマに階層が生じる。 

































る。図書などの記録は、目次からはじまり、第 1 章、第 2 章といったように、章によって




































































































 具体的な主題分析の手順を、リスト 3-1 に示す。 
 





















































 光富[光富 1996]は、フーグマン（R. Fugmann）[Fugmann 1994]の「情報提供とイン
デクシングの 5命題」を挙げ、主題からの情報検索における統制語の重要性を説いている。
リスト 3-2 に、「情報提供とインデクシングの 5命題」を示す。 
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 リスト 3-4に、情報のスキーマの作成手順を示す。 
 
























寄与しているかを、リスト 3-5 に示した四つの概念でもって分類する。 
 













































































































 調査の対象とする図書は、『情報資源組織論』[榎本ほか 2012] の、第 5 章、第 6 章、
第 8 章である。対象とする章節のタイトルを、リスト 4-1に示す。この図書は、情報が新
しく、正確な記録のスキーマを生成するために、リスト 4-2 の条件をもとに選定した。 
 






















リスト 4-2 対象図書の選定条件 






















 表 4-1 に、抽出した索引語の一覧を示す。今回対象とした章では、合計 98 個の索引語















表 4-1 索引語と役割の一覧 
24 
番号 索引語 章節 番号 索引語 章節
1 Index 5.1 51 ディレクトリ検索 6.2
2 subject 5.1 52 ERICシソーラス 6.3
3 件名 5.1 53 JIST科学技術用語シソーラス 6.3
4 件名標目表 5.1 54 シソーラス 6.3
5 件名法 5.1 55 書架分類 6.3
6 件名目録 5.1 56 統制語彙表 6.3
7 索引 5.1 57 統制語彙表 6.3
8 索引語 5.1 58 LCSH 6.4
9 索引語 5.1 59 NDLSH 6.4
10 シソーラス 5.1 60 アメリカ議会図書館件名標目表 6.4
11 主題 5.1 61 件名 6.4
12 主題記号法 5.1 62 件名標目 6.4
13 主題記号法 5.1 63 件名標目 6.4
14 主題検索 5.1 64 件名標目 6.4
15 主題索引システム 5.1 65 件名標目表 6.4
16 主題索引法 5.1 66 件名標目表 6.4
17 主題索引法 5.1 67 件名目録 6.4
18 主題組織法 5.1 68 国立国会図書館件名標目表 6.4
19 主題組織法 5.1 69 参照語 6.4
20 主題分析 5.1 70 参照語 6.4
21 主題分析 5.1 71 事後結合索引法 6.4
22 主題目録法 5.1 72 事前結合索引法 6.4
23 書名目録 5.1 73 シソーラス 6.4
24 著者目録 5.1 74 小学校件名標目表 6.4
25 統制語 5.1 75 中学校・高等学校件名標目表 6.4
26 統制語システム 5.1 76 抽出索引法 6.4
27 分類表 5.1 77 ディスクリプタ 6.4
28 分類目録 5.1 78 非ディスクリプタ 6.4
29 目録 5.1 79 標準件名標目表 6.4
30 ～を見よ参照 5.2 80 区分 8.1
31 ～をも見よ参照 5.2 81 区分原理 8.1
32 JIST科学技術用語シソーラス 5.2 82 区分肢 8.1
33 シソーラス 5.2 83 分類 8.1
34 直接参照 5.2 84 分類の3要素 8.1
35 ディスクリプタ 5.2 85 分類の原則 8.1
36 統制語システム 5.2 86 形式 8.2
37 非ディスクリプタ 5.2 87 資料分類 8.2
38 連結参照 5.2 88 相関索引 8.2
39 JICST科学技術用語シソーラス 5.3 89 分類記号 8.2
40 キーワード 5.3 90 一般分類表 8.3
41 件名 5.3 91 一般分類法 8.3
42 索引語 5.3 92 資料分類法 8.3
43 索引法 6.1 93 標準分類法 8.3
44 事後結合索引法 6.1 94 分析合成型分類 8.3
45 事前結合索引法 6.1 95 列挙型分類 8.3
46 自然語 6.1 96 LCC 8.4
47 抽出索引法 6.1 97 NDC 8.4
48 論理演算式 6.1 98 アメリカ議会図書館分類法 8.4
49 カテゴリ検索 6.2
50 書架分類 6.2  
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 第 5章では、第 1 節に最も多い 29 個の索引語が付与されている。この個数は、第 6章、
第 8 章と比較しても、全体の中で一番多い数である。このことから、著者は主題分析に関






































































































図 4-2 第 6章の記録のスキーマ 
 
 第 6 章は、主題分析の方法と、主題分析によって生成される索引語に関する章である。
まず、第 1節において索引語を用いる索引法の具体的な種類や内容について言及している。
つぎに、第 2節で主題分析結果に基づく事前結合索引法の情報検索における意義について
述べられ、第 3 節、第 4 節で主要な統制語彙表を、シソーラスと件名標目表の 2つの観点
から列挙している。 







































































図 4-3 第 8章の記録のスキーマ 
 
 第 8章は、主題から資料を検索する方法として、第 6 章で挙げた索引法とは別に、分類
法を取り上げている。特に図書館で使われる分類に注目し、主題組織法としての分類につ
いて述べられている。 






































































 実験では、第 3 章で定義した「情報のスキーマ」の生成方法を再現する形で、個人の記
録の情報化、情報の知識化の過程を検証する。 

















































































表 5-1 被験者の属性 
 学年 専修年数 司書資格 
被験者 A 修士 2年 6年 司書資格をもっている 
被験者 B 学部 2年 2年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 C 学部 2年 2年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 D 学部 3年 1年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 E 学部 3年 1年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 F 学部 1年 1年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 G 学部 1年 1年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 H 学部 2年 2年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 I 学部 2年 2年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 J 学部 2年 2年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 K 学部 3年 3年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 L 学部 4年 4年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者M 学部 3年 1年 どちらの資格も取得する予定がない 
被験者 N 学部 2年 2年 司書あるいは司書教諭の資格取得見込みである 
被験者 O 学部 4年 6年 どちらの資格も取得する予定がない 
 
被験者 A 
 被験者 Aの関心領域は、「大学図書館の蔵書の貸出のされ方」である。 




















表 5-2 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題検索 5.1 Basis 51 シソーラス 6.3 Fact
2 主題組織法 5.1 Basis 52 特定分野 6.3 Fact
3 主題分析 5.1 Basis 53 概念 6.3 Basis
4 主題概念 5.1 Subject 54 関係性 6.3 Basis
5 索引語 5.1 Fact 55 統一 6.4 Basis
6 主題索引法 5.1 Subject 56 件名目録 6.4 Method
7 記号 5.1 Fact 57 件名 6.4 Fact
8 索引 5.1 Fact 58 統制語 6.4 Fact
9 主題 5.1 Fact 59 典拠 6.4 Fact
10 概念 5.1 Basis 60 件名標目 6.4 Fact
11 名辞 5.1 Fact 61 代表 6.4 Basis
12 件名 5.1 Fact 62 参照語 6.4 Fact
13 翻訳 5.1 Subject 63 全分野 6.4 Fact
14 主題記号 5.1 Subject 64 分類法 8.1 Method
15 言葉 5.1 Subject 65 分類 8.1 Fact
16 自然語 5.1 Fact 66 類似 8.1 Subject
17 統制語 5.1 Fact 67 属性 8.1 Subject
18 検索漏れ 5.1 Fact 68 区分原理 8.1 Fact
19 代表 5.1 Fact 69 一貫性 8.1 Fact
20 精度 5.1 Fact 70 網羅性 8.1 Fact
21 体系化 5.1 Basis 71 漸進性 8.1 Fact
22 関係 5.1 Basis 72 情報資源 8.2 Fact
23 件名法 5.1 Method 73 知識分類 8.2 Fact
24 分類法 5.1 Method 74 ベーコン 8.2 Fact
25 自然語 5.1 Method 75 資料分類 8.2 Fact
26 統制語 5.1 Method 76 主題 8.2 Fact
27 シソーラス 5.1 Fact 77 形式 8.2 Fact
28 典拠リスト 5.2 Basis 78 出版形式 8.2 Fact
29 階層 5.2 Fact 79 叙述形式 8.2 Fact
30 優先 5.2 Fact 80 分類記号 8.2 Fact
31 類縁 5.2 Fact 81 相関索引 8.2 Fact
32 ディスクリプタ 5.2 Fact 82 分類目録 8.2 Fact
33 連想 5.2 Basis 83 書架分類 8.3 Fact
34 圧縮 5.3 Basis 84 書誌分類 8.3 Fact
35 組織化 5.3 Basis 85 階層型分類 8.3 Fact
36 主題索引法 6.1 Method 86 列挙型分類 8.3 Fact
37 抽出索引法 6.1 Method 87 分析合成分類 8.3 Fact
38 付与索引法 6.1 Method 88 複合主題 8.3 Fact
39 自然語 6.1 Method 89 十進分類 8.3 Fact
40 統制語 6.1 Method 90 階層関係 8.3 Fact
41 事前結合索引 6.1 Method
42 事後結合索引 6.1 Method
43 相互関係 6.1 Basis
44 順序 6.1 Basis
45 論理演算式 6.1 Method
46 検索ノイズ 6.1 Fact
47 トレース 6.2 Fact
48 ディレクトリ検索 6.2 Fact
49 キーワード検索 6.2 Fact
































図 5-2 第 5章の情報のスキーマ 
 
 第 5章では、35個の語句が抽出された。特に多くの語句が抽出された節は、第 1 節であ
り、27個の語句が抽出されている。このことから、被験者は第 5 章の中でも第 1節を重要
であると判断しているといえる。この傾向は、記録のスキーマと一致するものであり、被
験者は第 5章に関しては記録のスキーマと類似した情報の認識を行っていると考えられる。 























































図 5-3 第 6章の情報のスキーマ 
 









 語句の内容に注目すると、索引語と同じ語句が第 6 章では多く抽出されている。抽出さ
れた箇所が、索引語が示す箇所と類似していることから、被験者は第 6 章において記録の
スキーマと類似した情報の認識をある程度行っていると推測できる。 
 つぎに、図 5-4 に第 8 章の情報のスキーマを示す。 
 
 











































































図 5-4 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8章では、27 個の語句が抽出された。特に突出して多くの語句が付与された節がない
一方で、第 4 節では語句が抽出されていない。このことから、被験者は第 6章でみられた
傾向と同じく、具体的な分類法の種類に関する内容には重要性を見出しておらず、具体例
は情報として認識されていないと推測できる。 
 記録のスキーマと比較すると、被験者は索引語よりも多くの語句を第 8 章から抽出して
いることがわかる。被験者は文章から詳細な情報を認識しようとしていると推測できる。 







































































 被験者 Bの関心領域は、「経営管理」である。 
 表 5-3に、被験者 Bが図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-3 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類
1 主題概念 5.1 Subject
2 索引語 5.1 Fact
3 概念 5.1 Basis
4 索引 5.1 Fact
5 代表 5.1 Basis
6 体系化 5.1 Basis
7 シソーラス 5.2 Fact
8 統制語 5.2 Fact
9 自然語 5.2 Fact
10 圧縮 5.3 Basis
11 組織化 6.1 Basis
12 抽出索引法 6.1 Fact
13 付与索引法 6.1 Fact
14 事前結合索引法 6.1 Fact
15 事後結合索引法 6.1 Fact
16 ディレクトリ検索 6.2 Fact
17 シソーラス 6.3 Fact
18 件名標目 6.4 Fact
19 件名付与 6.4 Fact
20 件名標目表 6.4 Fact
21 分類の3要素 8.1 Basis
22 区分原理 8.1 Method
23 知識分類 8.2 Fact
24 資料分類 8.2 Fact
25 資料分類表 8.2 Fact
26 書架分類 8.3 Fact
27 書誌分類 8.3 Fact
28 階層型分類 8.3 Fact
29 非階層型分類 8.3 Fact
30 列挙型分類 8.3 Fact
31 分析合成型分類 8.3 Fact




























図 5-5 第 5章のスキーマ 
 
























































図 5-6 第 6章の情報のスキーマ 
 




 分類に注目すると、すべての抽出語に Fact が付与されている。被験者は第 6 章の内容
から、背景や先行研究に関する内容を情報として読み取っていると考えられる。 
 抽出語の内容に注目すると、索引語と一致する語句が 5 個存在する。スキーマ全体とし
てみると記録のスキーマと被験者の情報のスキーマの構造は異なるが、部分的には記録の
スキーマと同じ部分を重要な情報として認識していると考えられる。 

















































図 5-7 第 8章の情報のスキーマ 
 



















 被験者 Cの関心領域は、「公共図書館におけるサービス」である。 


































表 5-4 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題 5.1 Subject 26 情報資源組織論 6.2 Subject
2 主題分析 5.1 Subject 27 主題検索論 6.2 Subject
3 主題概念 5.1 Fact 28 統制語彙表 6.3 Fact
4 主題索引法 5.1 Subject 29 件名目録 6.4 Fact
5 主題記号法 5.1 Fact 30 件名標目 6.4 Fact
6 主題組織法 5.1 Subject 31 参照語 6.4 Fact
7 索引語 5.1 Fact 32 件名標目表 6.4 Fact
8 索引 5.1 Fact 33 分類 8.1 Subject
9 自然語 5.1 Fact 34 区分 8.1 Subject
10 統制語 5.1 Fact 35 総合的 8.1 Basis
11 件名法 5.1 Subject 36 分析的 8.1 Basis
12 体系化 5.1 Basis 37 区分原理 8.1 Subject
13 分類法 5.1 Subject 38 被区分体 8.1 Fact
14 シソーラス 5.2 Basis 39 区分肢 8.1 Fact
15 圧縮 5.3 Subject 40 分類体系 8.1 Subject
16 抽出索引法 6.1 Fact 41 資料分類 8.2 Subject
17 付与索引法 6.1 Fact 42 パッケージ型情報資源 8.2 Subject
18 自然語システム 6.1 Fact 43 知識分類 8.2 Subject
19 統制語システム 6.1 Fact 44 主題 8.2 Subject
20 事前結合索引法 6.1 Fact 45 形式 8.2 Subject
21 事後結合索引法 6.1 Fact 46 分類記号 8.2 Subject
22 蓄積過程 6.2 Basis 47 主題記号 8.2 Fact
23 トレース 6.2 Fact 48 形式記号 8.2 Fact
24 ディレクトリ検索 6.2 Fact 49 相関索引 8.2 Subject






































図 5-8 第 5章の情報のスキーマ 
 




 語句が抽出された箇所に注目すると、第 1 節から 13 個の語句が抽出されていることか
ら、被験者は第 1節を重要であると判断していると推測される。 
 分類に注目すると、第 5 章の抽出語では Subject が多く付与されていることがわかる。
このことから、被験者は主題に直接関係のある内容をより重要だと判断していると考えら
れる。 






























































図 5-9 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、17個の語句が抽出された。第 3 節からは一つの語句しか抽出されていない
ことから、被験者は統制語彙表の具体例にはあまり重要性を見出していないことが推測さ
れる。 
 分類に注目すると、第 1 節、第 3 節、第 4 節で抽出された語句には Fact が多く付与さ
れていることから、被験者は第 6 章では比較的主題の背景に関する事柄に注目していると
考えられる。 
 語句の内容に注目すると、第 6 章で抽出された語句の中で 8 個の語句が索引語と一致し
ている。このことから、被験者は第 6 章でも記録のスキーマと類似したスキーマをある程
度描いていることが推測される。 

































































図 5-10 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8章では、18個の語句が抽出された。その内 9個の語句が、索引語の内容と一致して
いる。このことから、被験者は今回対象とした文章全体において、記録のスキーマと類似
したスキーマを描いていることがいえる。 














 被験者 Dの関心領域は、「アーカイブズ学や図書の分類法」である。 











































表 5-5 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 情報資源 5.1 Subject 34 件名標目表 6.4 Subject
2 主題概念 5.1 Subject 35 件名標目 6.4 Subject
3 カテゴリ 5.1 Fact 36 名辞 6.4 Basis
4 主題記号法 5.1 Subject 37 件名付与 6.4 Subject
5 主題 5.1 Subject 38 件名標目表 6.4 Subject
6 概念 5.1 Subject 39 参照語 6.4 Fact
7 索引語 5.1 Fact 40 普通件名 6.4 Fact
8 索引 5.1 Subject 41 非統制件名 6.4 Fact
9 対象 5.1 Subject 42 分類 8.1 Subject
10 件名 5.1 Subject 43 区分 8.1 Subject
11 件名法 5.1 Fact 44 被区分体 8.1 Fact
12 分類法 5.1 Fact 45 区分原理 8.1 Fact
13 典拠リスト 5.2 Basis 46 区分肢 8.1 Fact
14 統制語 5.2 Subject 47 資料分類 8.2 Subject
15 シソーラス 5.2 Fact 48 パッケージ型情報資源 8.2 Subject
16 ディスクリプタ 5.2 Fact 49 知識分類 8.2 Subject
17 非ディスクリプタ 5.2 Fact 50 主題 8.2 Fact
18 圧縮 5.3 Method 51 形式 8.2 Fact
19 抽出索引法 6.1 Subject 52 分類記号 8.2 Fact
20 付与索引法 6.1 Subject 53 相関索引 8.2 Fact
21 語句索引法 6.1 Subject 54 資料分類表 8.3 Subject
22 概念索引法 6.1 Subject 55 一般分類表 8.3 Fact
23 事前結合索引法 6.1 Fact 56 専門分類表 8.3 Fact
24 事後結合索引法 6.1 Fact 57 標準分類表 8.3 Fact
25 名辞 6.1 Method 58 一館分類表 8.3 Fact
26 論理演算式 6.1 Method 59 書架分類 8.3 Fact
27 ディレクトリ検索 6.2 Fact 60 書誌分類 8.3 Fact
28 カテゴリ検索 6.2 Fact 61 階層型分類 8.3 Fact
29 キーワード検索 6.2 Fact 62 非階層型分類 8.3 Fact
30 情報資源組織論 6.2 Basis 63 列挙型分類 8.3 Fact
31 主題検索論 6.2 Basis 64 分析合成方分類 8.3 Fact
32 統制語彙表 6.3 Subject 65 十進分類 8.3 Fact

































図 5-11 第 5章の情報のスキーマ 
 
 第 5章では、18個の語句が抽出された。その内 12個が、第 1節からの抽出である。第
1 節において多くの語句が抽出されていることから、被験者は主題分析の概要である主題
組織法の内容を重要であると判断しているといえる。 












































































図 5-12 第 6章の情報のスキーマ 
 







 分類に注目すると、Factと Subject が多く付与されていることがわかる。被験者は全体
の傾向と同じく、第 6 章においても主題に直接関連する内容と、背景に関する内容を重要
であると判断していると考えられる。 













































































図 5-13 第 8章の情報のスキーマ 
 







































































 被験者 E の関心領域は、「電子書籍についてのシステムとそれに関わる権利関係の法律
について」である。 
 表 5-6に、被験者 Eが図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-6 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題検索 5.1 Method 28 区分原理 8.1 Fact
2 主題分析 5.1 Subject 29 被区分体 8.1 Fact
3 主題索引法 5.1 Subject 30 区分肢 8.1 Fact
4 主題記号法 5.1 Subject 31 合目的性 8.1 Fact
5 言葉 5.1 Fact 32 一貫性・相互排他性 8.1 Fact
6 検索漏れ 5.1 Fact 33 網羅性 8.1 Fact
7 分類法 5.1 Subject 34 漸進性 8.1 Fact
8 件名法 5.1 Subject 35 知識分類 8.2 Method
9 自然語 5.1 Fact 36 資料分類 8.2 Method
10 統制語 5.1 Fact 37 資料分類法 8.3 Fact
11 名辞 5.1 Fact 38 一般分類表 8.3 Fact
12 シソーラス 5.2 Fact 39 専門分類表 8.3 Fact
13 圧縮 5.3 Subject 40 標準分類表 8.3 Fact
14 主題組織法 6.1 Subject 41 一館分類表 8.3 Fact
15 索引法 6.1 Method 42 書架分類 8.3 Fact
16 抽出索引法 6.1 Method 43 書誌分類 8.3 Fact
17 付与索引法 6.1 Method 44 階層型分類 8.3 Fact
18 事前結合索引法 6.1 Method 45 非階層型分類 8.3 Fact
19 事後結合索引法 6.1 Method 46 列挙型分類 8.3 Fact
20 シソーラス 6.3 Fact 47 分析合成型分類 8.3 Fact
21 件名目録 6.4 Method 48 十進分類法 8.3 Method
22 件名標目 6.4 Fact 49 非十進分類法 8.3 Method
23 件名付与 6.4 Fact 50 日本十進分類法 8.4 Method
24 件名標目表 6.4 Method 51 デューイ十進分類表 8.4 Method
25 一般件名標目表 6.4 Method 52 展開分類法 8.4 Method
26 分類 8.1 Method 53 国際十進分類法 8.4 Method
































図 5-14 第 5章の情報のスキーマ 
 




 分類に注目すると、Fact と Subjectが多く付与されていることがわかる。被験者は第 5
章においては、主題に直接言及する内容と、主題の背景に関する内容を重要であると判断
していると考えられる。 
 抽出語の内容に注目すると、第 1 節において索引語と同じ語句が抽出されている。この
ことから、被験者は第 1 節に関しては記録のスキーマと類似したスキーマを描いているこ
とが推測される。 


























































図 5-15 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、12 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、索引語と一致す
る語句が 7個存在する一方で、抽出語の配置と索引語の配置はまったく異なることがわか
る。記録のスキーマが第 4節から多くの索引語を抽出していることに対し、被験者のスキ
ーマでは第 1 節と第 4節において多くの語句が抽出とされている。したがって、被験者は
記録のスキーマと同じ情報をある程度読み取っている一方で、スキーマの構造は記録のス
キーマの構造とは異なっていることがいえる。 































































図 5-16 第 8章の情報のスキーマ 
 















































































 被験者 Fの関心領域は、「知識とコミュニケーションの関係」である。 
 表 5-7に、被験者 Fが図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-7 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題検索 5.1 Method 33 件名付与 6.4 Fact
2 主題分析 5.1 Subject 34 件名標目表 6.4 Fact
3 主題概念 5.1 Fact 35 一般件名標目表 6.4 Fact
4 主題索引法 5.1 Fact 36 分類 8.1 Subject
5 主題記号法 5.1 Subject 37 区分 8.1 Subject
6 主題組織法 5.1 Basis 38 区分原理 8.1 Basis
7 索引語 5.1 Fact 39 被区分体 8.1 Basis
8 主題索引システム 5.1 Basis 40 区分肢 8.1 Basis
9 自然語 5.1 Fact 41 分類の3要素 8.1 Basis
10 統制語 5.1 Fact 42 資料分類 8.2 Subject
11 件名法 5.1 Fact 43 階層型分類 8.2 Fact
12 分類法 5.1 Fact 44 知識分類 8.2 Fact
13 シソーラス 5.2 Fact 45 資料分類 8.2 Fact
14 語の階層 5.2 Method 46 分類記号 8.2 Fact
15 語の優先 5.2 Method 47 資料分類表 8.2 Fact
16 語の類縁 5.2 Method 48 相関索引 8.2 Fact
17 圧縮 5.3 Basis 49 名辞 8.2 Fact
18 情報行動 5.3 Basis 50 資料分類表 8.3 Subject
19 索引作業 6.1 Fact 51 一般分類表 8.3 Fact
20 抽出索引法 6.1 Fact 52 専門分類表 8.3 Fact
21 付与索引法 6.1 Fact 53 標準分類表 8.3 Fact
22 語句索引法 6.1 Fact 54 一館分類表 8.3 Fact
23 概念索引法 6.1 Fact 55 書架分類 8.3 Fact
24 事前結合索引法 6.1 Fact 56 書誌分類 8.3 Fact
25 事後結合索引法 6.1 Fact 57 階層型分類 8.3 Fact
26 トレース 6.2 Fact 58 非階層型分類 8.3 Fact
27 ディレクトリ検索 6.2 Fact 59 列挙型分類 8.3 Fact
28 カテゴリ検索 6.2 Fact 60 分析合成型分類 8.3 Fact
29 シソーラス 6.3 Subject 61 十進分類 8.3 Fact
30 件名目録 6.4 Subject 62 非十進分類 8.3 Fact
31 件名標目 6.4 Subject
































図 5-17 第 5章の情報のスキーマ 
 
 第 5 章では、18 個の語句が抽出された。その内 12 個が、第 1 節から抽出されている。
被験者は主題分析の概論である第 1節を特に重要と判断していると考えられる。 
 記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマにおいても第 1 節に多くの索引語が付与
されていることがわかる。したがって、被験者は第 5 章に関しては、記録のスキーマと類
似したスキーマを描いていることがいえる。 
 分類に注目すると、第 2節における抽出語には Method が、第 3 節における抽出語には




































































図 5-18 第 6章の情報のスキーマ 
 







第 6 章では主題の背景や先行研究に関する内容を情報として認識しているといえる。 







































































図 5-19 第 8章の情報のスキーマ 
 











































































 被験者 Gの関心領域は、「社会の発展と図書館」である。 
 表 5-8に、被験者 Gが図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-8 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類
1 情報資源 5.1 Method
2 カテゴリ 5.1 Method
3 主題記号法 5.1 Method
4 主題 5.1 Subject
5 概念 5.1 Subject
6 名前 5.1 Subject
7 同義語 5.2 Method
8 類義語 5.2 Method
9 シソーラス 5.2 Fact
10 RT 5.2 Fact
11 圧縮 5.3 Method
12 索引作業 6.1 Method
13 ディレクトリ検索 6.2 Fact
14 データベース 6.2 Method
15 件名標目 6.4 Subject
16 分類 8.1 Method
























































































































図 5-22 第 8章の情報のスキーマ 
 














 被験者H の関心領域は、「民間図書館」である。 














表 5-9 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 情報資源 5.1 Subject 41 カテゴリ検索 6.2 Subject
2 特定資料検索 5.1 Fact 42 検索流行り 6.2 Basis
3 主題検索 5.1 Fact 43 件名標目表 6.4 Fact
4 整理組織化 5.1 Method 44 件名目録 6.4 Fact
5 準備的 5.1 Method 45 件名標目 6.4 Fact
6 主題組織法 5.1 Subject 46 統一 6.4 Basis
7 意義と考え方 5.1 Method 47 件名付与 6.4 Basis
8 主題組織法 5.1 Subject 48 分類法 8.1 Subject
9 主題分析 5.1 Subject 49 分類 8.1 Subject
10 主題概念 5.1 Subject 50 区分 8.1 Fact
11 翻訳 5.1 Subject 51 総合的 8.1 Fact
12 主題索引法 5.1 Basis 52 分析的 8.1 Fact
13 主題 5.1 Subject 53 区分原理 8.1 Subject
14 索引語 5.1 Subject 54 被区分体 8.1 Fact
15 主題索引システム 5.1 Fact 55 区分肢 8.1 Fact
16 索引 5.1 Subject 56 分類の3要素 8.1 Fact
17 分類目録 5.1 未記入 57 パッケージ型情報資源 8.2 Subject
18 リンク 5.1 未記入 58 図書館 8.2 Basis
19 主題索引法 5.1 未記入 59 主題 8.2 Basis
20 体系化 5.1 Subject 60 形式 8.2 Basis
21 主題記号表 5.1 Fact 61 分類記号 8.2 Fact
22 件名法 5.1 Fact 62 相関索引 8.2 Fact
23 分類法 5.1 Fact 63 不可欠なツール 8.3 Basis
24 自然語 5.2 Fact 64 一般分類表 8.3 Fact
25 シソーラス 5.2 Subject 65 専門分類表 8.3 Fact
26 言葉のリスト 5.2 Fact 66 標準分類表 8.3 Fact
27 階層 5.2 Fact 67 一館分類表 8.3 Fact
28 優先 5.2 Fact 68 書架分類 8.3 Fact
29 類縁 5.2 Fact 69 書誌分類 8.3 Fact
30 圧縮 5.3 Subject 70 階層型分類 8.3 Fact
31 統制語 6.1 Subject 71 非階層型分類 8.3 Fact
32 索引作業 6.1 Fact 72 列挙型分類 8.3 Fact
33 抽出索引法 6.1 Fact 73 分析合成型分類 8.3 Basis
34 付与索引法 6.1 Fact 74 十進分類 8.3 Basis
35 概念索引法 6.1 Fact 75 非十進分類 8.3 Fact
36 揺れ 6.1 Fact 76 日本十進分類法 8.4 Fact
37 事前結合索引法 6.1 Subject 77 デューイ十進分類法 8.4 Fact
38 事後結合索引法 6.1 Subject 78 展開分類法 8.4 Fact
39 トレース 6.2 Subject 79 国際十進分類法 8.4 Fact

































図 5-23 第 5章の情報のスキーマ 
 




 語句の内容に注目すると、第 1 節において索引語と同じ語句が 9個抽出されている。被
験者はある程度記録のスキーマの構造を読み取っていると考えられる。 



























































































図 5-24 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、17個の語句が抽出された。その内 9個が、記録のスキーマで抽出した索引
語と一致している。このことから、被験者は第 6 章においては記録のスキーマの構造、情
報をある程度読み取っていると考えられる。 











































































図 5-25 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8章では、33個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、第 8 章の記録の
スキーマで抽出された索引語の数のほぼ倍の数が抽出されている。被験者は第 8章を特に
重要と判断していると推測される。 
 分類に注目すると、Factが多く付与されていることがわかる。被験者は第 8 章に関して
は、主題の背景に関する事柄を重要な情報と認識していると推測される。 




















































































 被験者 Iの関心領域は、「データベース」である。 
 表 5-10に、被験者 I が図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-10 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題組織法 5.1 Basis 22 件名付与 6.4 Fact
2 索引語 5.1 Method 23 件名標目表 6.4 Fact
3 主題索引法 5.1 Method 24 分類 8.1 Fact
4 主題記号法 5.1 Method 25 資料分類 8.2 Fact
5 主題 5.1 Fact 26 主題 8.2 Method
6 索引 5.1 Fact 27 形式 8.2 Method
7 自然語 5.1 Method 28 分類記号 8.2 Method
8 統制語 5.1 Method 29 相関索引 8.2 Method
9 件名法 5.1 Method 30 資料分類表 8.3 Method
10 分類法 5.1 Method 31 一般分類表 8.3 Fact
11 シソーラス 5.2 Method 32 専門分類表 8.3 Fact
12 圧縮 5.3 Basis 33 標準分類表 8.3 Fact
13 抽出索引法 6.1 Method 34 一館分類表 8.3 Fact
14 付与索引法 6.1 Method 35 書架分類 8.3 Fact
15 概念索引法 6.1 Method 36 書誌分類 8.3 Fact
16 事前結合索引法 6.1 Fact 37 階層型分類 8.3 Fact
17 事後結合索引法 6.1 Fact 38 非階層型分類 8.3 Fact
18 トレース 6.2 Fact 39 列挙型分類 8.3 Fact
19 主題組織法 6.4 Fact 40 分析合成型分類 8.3 Fact
20 件名目録 6.4 Method 41 十進分類 8.3 Fact


































図 5-26 第 5章の情報のスキーマ 
 





 語句の内容に注目すると、第 5 章で抽出された語句の内、9 個が索引語の内容と一致し
ている。被験者は記録のスキーマにおける情報をある程度認識していると考えられる。 






























































図 5-27 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、11 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
では同じ章で 37 個の索引語が抽出されている。情報の認識という点においては、被験者
は記録のスキーマよりも情報を認識していないことがいえる。 
 分類に注目すると、Factが多く付与されていることがわかる。被験者は第 6 章で認識し
た情報を、主題の先行研究や背景に関する情報として判断していることがいえる。 




























































図 5-28 第 8章の情報のスキーマ 
 

















 被験者 Jの関心領域は、「公共図書館・私立図書館の役割の違いについて」である。 












































表 5-11 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類
1 主題組織法 5.1 Subject
2 主題概念 5.1 Subject
3 主題 5.1 Fact
4 索引 5.1 Fact
5 統制語 5.1 Fact
6 主題記号法 5.1 Subject
7 件名法 5.1 Fact
8 分類法 5.1 Fact
9 シソーラス 5.2 Fact
10 階層 5.2 Subject
11 優先 5.2 Subject
12 類縁 5.2 Subject
13 圧縮 5.3 Subject
14 索引法 6.1 Fact
15 事前結合索引法 6.1 Basis
16 ディレクトリ検索 6.2 Subject
17 キーワード検索 6.2 Basis
18 情報資源組織論 6.2 Subject
19 主題検索論 6.2 Subject
20 件名標目 6.4 Fact
21 件名付与 6.4 Subject
22 分類 8.1 Subject
23 区分 8.1 Subject
24 主題 8.2 Basis
25 形式 8.2 Basis
26 分類記号 8.2 Basis
27 相関索引 8.2 Basis



































図 5-29 第 5章の情報のスキーマ 
 
 第 5章では、13 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
では 42 個の索引語が抽出されている。情報の量という点では、被験者は記録のスキーマ
ほど情報を認識していないと考えられる。 
 一方で、記録のスキーマと同じく、第 1 節において多くの語句が抽出されていることが
わかる。どの部分が重要かという点に関しては、被験者は記録のスキーマに類似したスキ
ーマを描いていると考えられる。 
 分類に注目すると、Subject と Fact が付与されていることがわかる。被験者は認識した
情報を、主題に直接言及する内容、主題の背景に関する内容であると判断していると推測
される。 




























































図 5-30 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6 章では、8 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
では第 4 節で多くの索引語が抽出されたことに対し、被験者のスキーマでは第 2節で多く
の語句が抽出されている。被験者は記録のスキーマとは異なる情報の認識の仕方をして、
第 2 節をより重要であると認識していると考えられる。 
 分類に注目すると、Subject が多く付与されていることがわかる。被験者は主題に直接
関係する内容を第 6 章において重要であると判断していると考えられる。 




















































図 5-31 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8 章では、7 個の語句が抽出された。語句の内容に注目すると、7 個すべてが記録の
スキーマで抽出した索引語と一致している。被験者は第 8 章に関しては、ある程度記録の
スキーマの構造を認識していると考えられる。 













 被験者 Kの関心領域は、「子供の読書活動」である。 































表 5-12 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 特定資料検索 5.1 Fact 44 件名 6.4 Fact
2 主題検索 5.1 Fact 45 情報資源 6.4 Basis
3 主題組織法 5.1 Basis 46 主題 6.4 Subject
4 主題 5.1 Subject 47 件名付与 6.4 Basis
5 主題概念 5.1 Subject 48 件名標目表 6.4 Basis
6 索引語 5.1 Subject 49 シソーラス 6.4 Basis
7 主題索引システム 5.1 Fact 50 件名標目表 6.4 Basis
8 索引 5.1 Subject 51 一般件名標目表 6.4 Basis
9 主題分析 5.1 Subject 52 シソーラス 6.4 Basis
10 主題索引法 5.1 Method 53 情報資源 8.1 Subject
11 自然語 5.1 Basis 54 分類法 8.1 Fact
12 統制語 5.1 Basis 55 分類 8.1 Fact
13 件名法 5.1 Method 56 分類 8.1 Fact
14 主題概念 5.1 Subject 57 区分 8.1 Fact
15 主題記号法 5.1 Method 58 区分原理 8.1 Basis
16 件名法 5.1 Fact 59 分類 8.1 Basis
17 分類法 5.1 Fact 60 資料分類 8.1 Fact
18 統制語 5.2 Fact 61 情報資源 8.2 Subject
19 シソーラス 5.2 Basis 62 知識 8.2 Subject
20 階層 5.2 Basis 63 知識分類 8.2 Subject
21 優先 5.2 Basis 64 資料分類 8.2 Subject
22 類縁 5.2 Basis 65 主題 8.2 Basis
23 主題分析 5.2 Subject 66 形式 8.2 Basis
24 主題組織法 6.1 Fact 67 分類記号 8.2 Basis
25 主題分析 6.1 Basis 68 相関索引 8.2 Basis
26 抽出索引法 6.1 Fact 69 主題概念 8.2 Subject
27 付与索引法 6.1 Fact 70 知識分類 8.2 Basis
28 事前結合索引法 6.1 Fact 71 資料分類 8.2 Basis
29 事後結合索引法 6.1 Fact 72 資料分類法 8.3 Method
30 主題概念 6.1 Subject 73 一般分類表 8.3 Basis
31 事前結合索引方式 6.2 Fact 74 標準分類表 8.3 Basis
32 ディレクトリ検索 6.2 Basis 75 一館分類表 8.3 Basis
33 キーワード検索 6.2 Basis 76 専門分類表 8.3 Basis
34 上位概念 6.2 Basis 77 書架分類 8.3 Basis
35 下位概念 6.2 Basis 78 書誌分類 8.3 Basis
36 情報資源 6.2 Subject 79 階層型分類 8.3 Basis
37 主題検索論 6.2 Fact 80 非階層型分類 8.3 Basis
38 シソーラス 6.3 Fact 81 列挙型分類 8.3 Basis
39 概念 6.3 Basis 82 分析合成型分類 8.3 Basis
40 関係性 6.3 Basis 83 十進分類 8.3 Basis
41 件名標目表 6.4 Fact 84 非十進分類 8.3 Basis
42 主題組織法 6.4 Basis 85 分類法 8.4 Method

































図 5-32 第 5章の情報のスキーマ 
 
 第 5章では、23 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ

















































































図 5-33 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、29 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
においても、被験者の情報のスキーマにおいても、第 4 節から多くの語句が抽出されてい
る。どの部分を重要と判断したかという点に関しては、第 5章と同じく、第 6 章でも被験
者は記録のスキーマと類似したスキーマを描いているといえる。 
























































































































図 5-34 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8章では、33 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
よりも多くの語句が抽出されている。被験者は著者が重要と判断した情報よりも多くの情
報を読み取っていると推測される。 
 分類に注目すると、Basis が多く付与されていることがわかる。被験者は第 6 章と同じ























































































































 被験者 Lの関心領域は、「レファレンスサービス」である。 





































表 5-13 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題検索 5.1 Subject 46 カテゴリ検索 6.2 Method
2 主題組織法 5.1 Method 47 シソーラス 6.3 Basis
3 主題分析 5.1 Subject 48 定義 6.3 Fact
4 主題索引法 5.1 Method 49 ERIC 6.3 Basis
5 主題概念 5.1 Basis 50 件名目録 6.4 Basis
6 主題記号法 5.1 Method 51 件名 6.4 Basis
7 主題 5.1 Basis 52 件名標目 6.4 Fact
8 概念 5.1 Fact 53 件名標目表 6.4 Fact
9 索引語 5.1 Fact 54 分類法 8.1 Method
10 主題索引システム 5.1 Method 55 秩序 8.1 Fact
11 索引 5.1 Basis 56 区分 8.1 Basis
12 件名 5.1 Basis 57 総合的 8.1 Fact
13 分類目録 5.1 Basis 58 分析的 8.1 Fact
14 言葉 5.1 Basis 59 分類 8.1 Basis
15 自然語 5.1 Basis 60 区分原理 8.1 Method
16 統制語 5.1 Basis 61 資料分類 8.2 Fact
17 代表 5.1 Fact 62 知識の分類 8.2 Basis
18 件名法 5.1 Method 63 記憶 8.2 Fact
19 分類法 5.1 Method 64 想像 8.2 Fact
20 記号 5.1 Fact 65 理性 8.2 Fact
21 シソーラス 5.2 Basis 66 階層型分類 8.2 Fact
22 典拠リスト 5.2 Fact 67 主題 8.2 Subject
23 BT 5.2 Fact 68 形式 8.2 Method
24 NT 5.2 Fact 69 文字形式 8.2 Method
25 USE 5.2 Fact 70 出版形式 8.2 Method
26 UF 5.2 Fact 71 叙述形式 8.2 Method
27 ディスクリプタ 5.2 Fact 72 分類記号 8.2 Fact
28 非ディスクリプタ 5.2 Fact 73 主題記号 8.2 Fact
29 関連語RT 5.2 Fact 74 相関索引 8.2 Method
30 主題検索 6.1 Subject 75 主題概念 8.2 Subject
31 主題分析 6.1 Subject 76 資料分類法 8.3 Method
32 主題概念 6.1 Basis 77 一般分類表 8.3 Method
33 索引語 6.1 Fact 78 専門分類表 8.3 Method
34 記号 6.1 Fact 79 標準分類表 8.3 Method
35 主題索引法 6.1 Method 80 一館分類表 8.3 Method
36 統制語 6.1 Fact 81 書架分類 8.3 Method
37 抽出索引法 6.1 Method 82 書誌分類 8.3 Method
38 付与索引法 6.1 Method 83 階層型分類 8.3 Method
39 語句索引法 6.1 Method 84 非階層型分類 8.3 Method
40 自然語システム 6.1 Method 85 列挙型分類 8.3 Method
41 統制語システム 6.1 Method 86 分析合成型分類 8.3 Method
42 事前結合索引法 6.1 Method 87 十進分類 8.3 Method
43 事後結合索引法 6.1 Method 88 非十進分類 8.3 Method
44 トレース 6.2 Basis 89 NDC 8.4 Fact































図 5-35 第 5章の情報のスキーマ 
 




 分類に注目すると、Factが多く付与されていることがわかる。被験者は第 5 章に関して
は、主題の背景に関する内容を多く認識していると推測される。 






















































































図 5-36 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、24 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ



















































































































図 5-37 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8章では、36 個の語句が抽出された。その内、索引語と一致した語句は 13個である。









































































































































































表 5-14 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 特定資料検索 5.1 Subject 51 主題組織法 6.1 Basis
2 主題検索 5.1 Subject 52 主題分析 6.1 Method
3 準備的な作業 5.1 Method 53 主題索引法 6.1 Method
4 主題組織法 5.1 Subject 54 自然語 6.1 Method
5 主題分析 5.1 Subject 55 統制語 6.1 Method
6 主題索引法 5.1 Method 56 索引法 6.1 Subject
7 主題記号法 5.1 Method 57 抽出索引法 6.1 Method
8 名辞 5.1 Subject 58 付与索引法 6.1 Method
9 索引語 5.1 Subject 59 索引作業 6.1 Method
10 主題索引法 5.1 Method 60 抽出索引法 6.1 Subject
11 主題索引システム 5.1 Fact 61 語句索引法 6.1 Subject
12 索引 5.1 Fact 62 翻訳 6.1 Fact
13 件名 5.1 Subject 63 自然語システム 6.1 Subject
14 分類目録 5.1 Subject 64 付与索引法 6.1 Subject
15 言葉 5.1 Basis 65 特定の用語リスト 6.1 Basis
16 主題索引法 5.1 Subject 66 概念索引法 6.1 Subject
17 自然語 5.1 Basis 67 揺れ 6.1 Fact
18 統制語 5.1 Basis 68 統制語システム 6.1 Subject
19 代表 5.1 Fact 69 事前結合索引法 6.1 Subject
20 件名法 5.1 Method 70 事後結合索引法 6.1 Subject
21 分類表 5.1 Subject 71 情報資源蓄積過程 6.2 Subject
22 件名法 5.1 Method 72 事前結合過程 6.2 Subject
23 分類法 5.1 Method 73 社会 6.2 Subject
24 情報資源の主題 5.1 Subject 74 情報化 6.2 Subject
25 件名標目表 5.1 Method 75 教育 6.2 Subject
26 シソーラス 5.1 Method 76 トレース 6.2 Subject
27 件名目録 5.1 Method 77 事前結合索引方式 6.2 Method
28 分類法 5.1 Subject 78 ディレクトリ検索 6.2 Subject
29 情報資源の主題 5.1 Subject 79 カテゴリ検索 6.2 Subject
30 分類表 5.1 Method 80 検索流行り 6.2 Fact
31 分類目録 5.1 Method 81 情報資源組織論 6.2 Method
32 統制語システム 5.2 Subject 82 主題検索論 6.2 Method
33 自然語 5.2 Fact 83 統制語彙表 6.3 Subject
34 シソーラス 5.2 Basis 84 シソーラス 6.3 Subject
35 言葉のリスト 5.2 Subject 85 件名標目表 6.4 Subject
36 典拠リスト 5.2 Subject 86 件名目録 6.4 Subject
37 階層 5.2 Subject 87 件名標目 6.4 Subject
38 優先 5.2 Subject 88 件名 6.4 Fact
39 類縁 5.2 Subject 89 件名標目 6.4 Subject
40 BT 5.2 Subject 90 参照語 6.4 Subject
41 NT 5.2 Subject 91 件名付与 6.4 Subject
42 USE 5.2 Subject 92 件名標目表 6.4 Subject
43 UF 5.2 Subject 93 標準件名標目表 6.4 Subject
44 ディスクリプタ 5.2 Subject 94 一館件名標目表 6.4 Subject
45 非ディスクリプタ 5.2 Subject 95 普通件名 6.4 Subject
46 関連語 5.2 Subject 96 非統制件名 6.4 Subject
47 RT 5.2 Subject 97 件名標目表 6.4 Subject
48 連結参照 5.3 Subject 98 一般件名標目表 6.4 Subject
49 ～をも見よ参照 5.3 Subject 99 分類法 8.1 Method
50 圧縮 5.3 Subject 100 分類 8.1 Basis
83 
 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
101 並べる 8.1 Fact 118 主題 8.2 Subject
102 分けることは分かる 8.1 Subject 119 形式 8.2 Subject
103 区分 8.1 Subject 120 分類記号 8.2 Subject
104 総合的 8.1 Fact 121 相関索引 8.2 Subject
105 分析的 8.1 Fact 122 一般分類表 8.3 Subject
106 分ける 8.1 Subject 123 専門分類表 8.3 Subject
107 分類 8.1 Subject 124 標準分類表 8.3 Subject
108 区分 8.1 Subject 125 一館分類表 8.3 Subject
109 区分原理 8.1 Subject 126 書架分類 8.3 Subject
110 被区分体 8.1 Subject 127 書誌分類 8.3 Subject
111 区分肢 8.1 Subject 128 階層型分類 8.3 Subject
112 分類の3要素 8.1 Subject 129 非階層型分類 8.3 Subject
113 資料分類 8.2 Subject 130 ツリー構造 8.3 Basis
114 出力 8.2 Subject 131 列挙型分類 8.3 Subject
115 ベーコン 8.2 Fact 132 分析合成型分類 8.3 Subject
116 学問の進歩 8.2 Fact 133 十進分類 8.3 Subject
















































図 5-38 第 5章の情報のスキーマ 
 




 分類に注目すると、Subject が多く付与されていることがわかる。被験者は第 5 章の情
報を、主題に直接関係のある内容として認識していると考えられる。 
































































































































図 5-39 第 6章の情報のスキーマ 
 


























































































































































































図 5-40 第 8章の情報のスキーマ 
 
 第 8章では、36個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、第 8 章に付与さ
れた索引語の数よりも、被験者が抽出した語句の数の方が多いことがわかる。一方で、索
引語と一致した語句の数は 12 個であり、第 8章に付与された 19個の索引語の全てを網羅































































































































 被験者 Nの関心領域は、「情報共有」である。 
 表 5-15に、被験者 N が図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-15 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 索引語 5.1 Fact 26 分類 8.1 Basis
2 主題索引法 5.1 Subject 27 区分 8.1 Basis
3 主題記号法 5.1 Subject 28 区分原理 8.1 Basis
4 主題 5.1 Fact 29 分類体系 8.1 Basis
5 分類目録 5.1 Basis 30 ベーコンの分類 8.1 Basis
6 自然語 5.1 Fact 31 パッケージ型情報資源 8.1 Fact
7 統制語 5.1 Fact 32 知識分類 8.1 Subject
8 シソーラス 5.2 Subject 33 資料分類 8.2 Subject
9 典拠リスト 5.2 Fact 34 分類記号 8.2 Basis
10 抽出索引法 6.1 Subject 35 資料分類表 8.3 Subject
11 付与索引法 6.1 Subject 36 資料分類表 8.3 Basis
12 統制語 6.1 Fact 37 一般分類表 8.3 Fact
13 事前結合索引法 6.1 Subject 38 専門分類表 8.3 Fact
14 事後結合索引法 6.1 Subject 39 標準分類表 8.3 Fact
15 主題概念 6.1 Fact 40 標準分類表 8.3 Fact
16 書架分類 6.2 Fact 41 書架分類 8.3 Fact
17 シソーラス 6.3 Basis 42 書誌分類 8.3 Fact
18 件名目録 6.4 Fact 43 階層型分類 8.3 Fact
19 件名 6.4 Basis 44 列挙型分類 8.3 Fact
20 件名標目 6.4 Subject 45 分析合成型分類 8.3 Fact
21 抽出索引法 6.4 Fact 46 十進分類 8.3 Fact
22 件名付与 6.4 Subject 47 デューイ十進分類法 8.4 Fact
23 件名標目表 6.4 Subject 48 日本十進分類法 8.4 Fact
24 記号 8.1 Fact



































図 5-41 第 5章の情報のスキーマ 
 































































図 5-42 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、14 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
では第 4 節から多くの索引語が抽出されていたことに対して、被験者のスキーマでは第 1
節から多くの語句が抽出されている。このことから、被験者のスキーマの構造と記録のス
キーマの構造は、第 6章においては異なると考えられる。 
 分類に注目すると、Subject が多く付与されていることがわかる。被験者は第 6 章の情
報を主題に直接関係する内容として認識していると考えられる。 

















































































図 5-43 第 8章の情報のスキーマ 
 


































































































 被験者 Oの関心領域は、「電子書籍と紙の書籍の比較」である。 
 表 5-16に、被験者 Oが図書から抽出した語句の一覧を示す。 
 
表 5-16 実験結果一覧 
番号抽出語 章節 分類 番号抽出語 章節 分類
1 主題検索 5.1 Subject 35 シソーラス 6.3 Basis
2 索引語 5.1 Basis 36 件名 6.3 Subject
3 主題索引法 5.1 Basis 37 件名標目 6.4 Fact
4 主題記号法 5.1 Basis 38 参照語 6.4 Fact
5 主題 5.1 Subject 39 件名標目表 6.4 Fact
6 名辞 5.1 Basis 40 標準件名標目表 6.4 Fact
7 件名 5.1 Subject 41 一館件名標目表 6.4 Fact
8 分類目録 5.1 Subject 42 一般件名標目表 6.4 Fact
9 自然語 5.1 Basis 43 分類 8.1 Subject
10 統制語 5.1 Basis 44 区分 8.1 Basis
11 件名法 5.1 Fact 45 区分原理 8.1 Basis
12 分類法 5.1 Fact 46 被区分体 8.1 Fact
13 主題記号法 5.1 Basis 47 区分肢 8.1 Fact
14 シソーラス 5.2 Basis 48 資料分類 8.2 Fact
15 典拠リスト 5.2 Fact 49 パッケージ型情報資源 8.2 Fact
16 階層 5.2 Fact 50 主題 8.2 Basis
17 優先 5.2 Fact 51 形式 8.2 Basis
18 類縁 5.2 Fact 52 分類記号 8.2 Basis
19 ディスクリプタ 5.2 Fact 53 相関索引 8.2 Basis
20 非ディスクリプタ 5.2 Fact 54 資料分類法 8.3 Basis
21 連結参照 5.2 Fact 55 書架 8.3 Fact
22 ～をも見よ参照 5.2 Fact 56 一般分類表 8.3 Fact
23 圧縮 5.3 Basis 57 専門分類表 8.3 Fact
24 索引作業 6.1 Subject 58 標準分類表 8.3 Fact
25 抽出索引法 6.1 Basis 59 一館分類表 8.3 Fact
26 付与索引法 6.1 Basis 60 書架分類 8.3 Fact
27 語句索引法 6.1 Fact 61 書誌分類 8.3 Fact
28 概念索引法 6.1 Fact 62 階層分類 8.3 Fact
29 事前結合索引法 6.1 Fact 63 非階層分類 8.3 Fact
30 事後結合索引法 6.1 Fact 64 列挙型分類 8.3 Fact
31 ファイル 6.2 Basis 65 分析合成型分類 8.3 Fact
32 トレース 6.2 Fact 66 十進分類 8.3 Fact
33 ディレクトリ検索 6.2 Fact 67 非十進分類 8.3 Fact

































図 5-44 第 5章の情報のスキーマ 
 























































































図 5-45 第 6章の情報のスキーマ 
 
 第 6章では、19 個の語句が抽出された。記録のスキーマと比較すると、記録のスキーマ
では第 4 節に多くの索引語が付与されていたことに対し、被験者は第 1 節から多くの語句
を抽出している。被験者は第 1節の索引法に関する内容をより重要だと判断していると考
えられる。 
 分類に注目すると、Factが多く付与されていることがわかる。被験者は第 6 章に関して
は、認識した情報を主題の背景に関する内容と判断していると推測される。 
























































































図 5-46 第 8章の情報のスキーマ 
 



















































































































図 6-1 分析結果① 
 
  これ以降、グラフの縦軸は割合を、横軸は専修年数を示す。専修年数を 1 年（5 名）、
2 年（6 名）、3-6 年（4 名）で区切り、各年数に属する被験者の値の平均を算出したうえ
でグラフ化を行っている。 
 グラフから、図書館情報学の専修年数が 1 年の被験者は主題分析の意義を扱った第 5 章
から多く語句を抽出していることに対して、専修年数が 2 年、3-6 年の被験者は分類につ
















1年 2年 3‐6年 
各章の抽出語数÷抽出語数の合計 






図 6-2 分析結果② 
 













1年 2年 3‐6年 
第5章の抽出語数の割合 
5.1割合 5.2割合 5.3割合 
































 第 6章では、どの専修年数の被験者も、第 1節、第 4節、第 2 節、第 3 節の順に多くの
語句を抽出していることがわかった。 
一方で、その割合に注目すると、第 1節と第 2 節は専修年数が 3-6 年の被験者の場合ほ
かの専修年数の被験者よりも割合が低くなっている。また、第 3節に関しては、専修年数
が 3-6 年の被験者の場合ほかの被験者よりも割合が高くなっていることがわかった。 
 第 8章では、専修年数ごとの違いが明確に出ていることがわかった。専修年数が 1年の
被験者は第 1 節と第 3 節から多くの語句を抽出していることに対して、専修年数が 2 年、
3-6 年の被験者は第 3 節と第 2 節から多くの語句を抽出していることがわかった。また、
割合に注目すると、第 1 節の分類の意義について扱った節から語句を抽出する割合が、専
修年数が長くなるほど低くなっていることがわかった。 










わかる。第 6 章では、第 5章とは反対に、専修年数が長い被験者ほど、索引語を抽出する
割合が高くなっていることがわかった。第 8 章に関しては、専修年数が 2 年の被験者が索
引語を抽出する割合が最も高く、1 年、3-6 年の被験者は割合が低くなっていることがわ
かった。 
図 6-4 に、抽出語と索引語の比較によって算出した別のグラフを示す。 
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1年 2年 3‐6年 
章ごとの抽出索引語数÷抽出索引語数の合計 
































1年 2年 3‐6年 
各章の抽出索引語数÷各章の索引語数 




















1年 2年 3‐6年 
分類ごとの抽出語数の割合 




 グラフから、どの専修年数の被験者も Fact を付与する割合が高いことがわかる。被験
者は認識した情報を、主題の背景や先行研究に関するものと判断しているといえる。 



























































 ここまでの説明を踏まえて、本研究における図書館情報学の研究領域を、リスト 6-2 の
ように分類する。 
 































表 6-1 被験者の関心領域の分類 
番号 関心領域 被験者 
1 図書館情報学概論 G, H, J 
2 利用者研究 K 
3 図書館サービス A, C 
4 情報サービス F, I, L, M 
5 情報組織化 D, N 
6 図書館経営 B 






の被験者を、図書館や情報を利用する者に関する研究として 2 に分類した。 
 3「図書館サービス」は、貸し出しなどのサービスに関する領域である。「大学図書館の
蔵書の貸し出しのされ方」「公共図書館におけるサービス」の被験者を、貸し出しなどのサ
ービスに関する研究として 3 に分類した。 
 4「情報サービス」は、図書館の機能に関するサービスの領域である。「知識とコミュニ
ケーションの関係」「データベース」「レファレンスサービス」「情報伝達の可視化」の被験
















図 6-6 分析結果① 
 
 これ以降、グラフの縦軸は割合を、横軸は関心領域を示す。 






























































































1 2 3 4 5 6 7
各章の抽出語数÷抽出語数の合計 

















































































1 2 3 4 5 6 7
第5章の抽出語数の割合 










































































































1 2 3 4 5 6 7
第6章の抽出語数の割合 







































































































1 2 3 4 5 6 7
第8章の抽出語数の割合 
8.1割合 8.2割合 8.3割合 8.4割合 
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第 5 章では、3「図書館サービス」に属する被験者が、第 1 節から多くの語句を抽出し
ていることがわかった。どの節から語句を多く抽出しているかに関しては、どの関心領域
の被験者も、第 1節、第 2節、第 3節の順に多く語句を抽出している。 
第 6 章では、6「図書館経営」に属する被験者が第 1節から、1「図書館情報学概論」に
属する被験者が第 2 節から、2「利用者研究」に属する被験者が第 4 節からそれぞれ多く
の語句を抽出していたことがわかった。5「情報組織化」に属する被験者は、第 1 節と第 4
節からそれぞれ多くの語句を抽出していることがわかった。第 6章では、どの節から多く
語句を抽出するかに関して、関心領域ごとに違いが出る結果となった。 
第 8 章では、1「図書館情報学概論」に属する被験者が第 1 節から、6「図書館経営」に
属する被験者が第 3 節からそれぞれ多くの語句を抽出していることがわかった。第 4 節に
関しては、5「情報組織化」、7「デジタルメディア」に属する被験者も多くの語句を抽出
していることがわかった。 
 図 6-8に、抽出語と索引語の比較によって算出したグラフを示す。 
 
 






























































































1 2 3 4 5 6 7
章ごとの抽出索引語数÷抽出索引語数の合計 
5章割合 6章割合 8章割合 
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図 6-9 分析結果④ 
このグラフは、被験者の抽出した語句が、各章でどれだけ索引語と一致しているかがわ
かるようになっている。 
 グラフから、第 5 章、第 6 章に関しては 4「情報サービス」に属する被験者が抽出語の




図 6-10 に、分類ごとの抽出語数の割合を算出したグラフを示す。 
 
 





















































































1 2 3 4 5 6 7
各章の抽出索引語数÷各章の索引語数 









































































































1 2 3 4 5 6 7
分類ごとの抽出語数の割合 
S割合 F割合 B割合 M割合 
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 さらに、図書館情報学概論に関心のある被験者は第 5章第 1 節や第 8章第 1 節など、主
題分析やそれに付随する内容の意義や基礎を扱った内容から多くの情報を認識している
107 
（図 6-7）。一方で、情報組織化に関心のある被験者は第 8 章の主題分析と分類の具体的な
関係に関する章から多くの語句を抽出している（図 6-6）。関心領域が個人の認識する情報
の内容に影響を与えている事例であると考えられる。 








































































































図 6-12 個人の情報の知識化 
 






















































































































[池田ほか 1991] 池田謙一, 村田光二, 『こころと社会：認知社会心理学への招待』, 東京
大学出版会, 1991, 297p. 
[稲垣ほか 2007] 稲垣佳世子, 鈴木宏昭, 大浦容子編著, 『認知過程研究：知識の獲得とそ
の利用』, 放送大学教育振興会, 2007, 221p. 
[上田ほか 2013] 上田修一, 倉田敬子編, 『図書館情報学』, 勁草書房, 2013, 292p. 
[上田 2012] 上田雄太, 「主題生成アルゴリズムを用いた「IT概念」の考察」, 『論究 文
学研究科篇』, 44(1), 5-25, 2012. 
[榎本ほか 2012] 榎本裕希子, 石井大輔, 名城邦孝著, 『情報資源組織論』, 学文社, 2012, 
153p. 
[尾崎ほか 1997] 尾崎正太郎, 黒橋禎夫, 長尾真, 「意味ネットワークからの文章生成」, 
『電子情報通信学会技術研究報告』, 97(200), 63-70, 1997. 
[斉藤 2004] 斉藤孝, 『記録・情報・知識の世界：オントロジ・アルゴリズムの研究』, 中
央大学出版部, 2004, 332p. 
[酒井 2006] 酒井聡樹, 『これから論文を書く若者のために 大改訂増補版』, 共立出版, 
2006, 301p. 
[高山ほか 2011] 高山正也, 岸田和明編, 『図書館概論』, 樹村房, 2011, 195p. 
[図書館情報学ハンドブック編集委員会 1999] 図書館情報学ハンドブック編集委員会編, 
『図書館情報学ハンドブック 第 2版』, 丸善, 1999, 1145p. 
[戸田山 2012] 戸田山和久, 『新版 論文の教室：レポートから卒論まで』, NHK ブック
ス, 2012, 313p. 
[豊田 1999] 豊田邦雄, 「スキーマ理論によるシソーラスの構築を目指して」, 図書館界, 
50(6), 270-277,1999. 
[中島 2006] 中島義明, 『情報処理心理学：情報と人間の関わりの認知心理学』, サイエ
ンス社, 2006, 253p. 
[長田 2007] 長田秀一, 『知識組織化論：利用者志向のアプローチ』, サンウェイ出版, 2007, 
263p. 
[日本図書館協会 2006] 日本図書館協会編, 『図書館職員採用試験問題集・解説：「旧・国
家公務員Ⅱ種図書館学」に学ぶ』, 日本図書館協会, 2006, 166p. 
[日本図書館情報学会 2013] 日本図書館情報学会用語辞典編集委員会編, 『図書館情報学
用語辞典 第 4 版』, 丸善, 2013, 284p. 
[細野 1989] 細野公男, 「自動索引：索引作業高度化の観点から（〈講座〉インデクシン
グ（索引作成）の方法（8）（最終回））」, 『情報の科学と技術』, 39(4), 125-131, 1989. 
[光富 1996] 光富健一, 「統制索引言語の必要性（特集：統制索引語に未来はあるか？）」, 
『情報の科学と技術』, 46(11), 613-618, 1996. 
[緑川 2006] 緑川信之, 「「情報」概念の再考」, Library and Information Science, 56, 23-42, 
2006. 
[武者小路 2004] 武者小路澄子, 「図書館・情報学諸領域における「知識」の位置付け」, 
Library and Information Science, 52, 1-42, 2004. 
[村田 1997] 村田厚生, 『認知科学：心の働きをさぐる』, 朝倉書店, 1997, 209p. 
113 
[村主 1986] 村主朋英, 「Karl Popper の“客観的知識”概念とその情報学に対する意義」, 
Library and Information Science, 24, 1-10, 1986. 
[森 1995] 森宏一編, 『哲学辞典 第 4 版』, 青木書店, 1995, 628p. 
[横井 2012] 横井まなみ, 「個人の情報行動における分類指向モデルの提案」, 中央社会学, 
22, 124-153, 2012. （卒業論文） 
[吉田 2004] 吉田健正, 『大学生と大学院生のためのレポート・論文の書き方』, 第２版, ナ
カニシヤ出版, 2004, 151p. 
 
[Brookes 1982] B. C. Brookes 著, 岡沢和世, 長田秀一, 緑川信之訳, 「情報学の基礎―そ
の 1―哲学的側面」, ドクメンテーション研究, 32(1), 12-23, 1982. 
[Davidson 1991] D. Davidson 著, 野本和幸, 植木哲也, 金子洋之ほか訳, 『真理と解釈』, 
勁草書房, 1991, 338p. 
[Fugmann 1994] R. Fugmann 著, 情報インデクシング研究会訳, 『情報システム・データ
ベース構築の基礎理論』, 情報科学技術協会, 1994, 355p. 
[Popper 1974] K. Popper 著, 森博訳, 『客観的知識』, 木鐸社, 1974, 411p. 
[Shannon ほか 1997] C. E. Shannon, W. Weaver 著, 長谷川淳, 井上光洋訳, 『コミュニ
ケーションの数学的理論』, 明治図書 1969, 164p. 
[Wilsonほか 2012] R. A. Wilson, F. C. Keil 編, 中島秀之監訳, 『MIT 認知科学大辞典』, 
共立出版, 2012, 1480p. 
[Winston 1979] P. H. Winston 編, 白井良明, 杉原厚吉訳, 『コンピュータービジョンの心
理』, 産業図書, 1979, 341p. 
